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小
泉
信
三
は
１
８
８
８
（
明
治
21
）
年

５
月
４
日
、
旧
紀
州
藩
士
で
福
澤
諭
吉
の

信
頼
が
厚
く
慶
應
義
塾
長
を
務
め
て
い
た

小
泉
信の
ぶ

吉き
ち

の
第
３
子
と
し
て
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
横
浜
正
金
銀
行
支
配
人
と
な
っ

た
父
・
信
吉
は
、
信
三
が

６
歳
の
と
き
に
若
く
し
て

急
逝
。
福
澤
邸
に
引
き
取

ら
れ
た
信
三
は
、
普
通
部

か
ら
慶
應
義
塾
で
学
び
、

在
学
中
は
体
育
会
庭
球
部

の
選
手
と
し
て
活
躍
し
、

経
済
学
を
講
じ
る
大
学
教

員
に
な
っ
て
か
ら
も
庭
球

部
長
を
務
め
た
。
ま
た
図

書
館
監
督
（
館
長
）
を
経

て
、
戦
時

色
が
強
ま

る
１
９
３

３
（
昭
和

８
）
年
よ

り
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
の
中
で
も
最
も
困

難
な
時
期
に
塾
長
の
重
責
を
担
っ
た
。

　

信
三
は
戦
後
、１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、

皇
太
子
明
仁
親
王
（
現
・
上
皇
陛
下
）
の

教
育
を
担
う
東
宮
御
教
育
常
時
参
与
に
就

任
。
民
主
主
義
の
時
代
に
お
け
る
帝
王
学

に
つ
い
て
講
じ
た
。
ま
た
、
戦
後
も
旺
盛

に
執
筆
活
動
を
展
開
し
、
福
澤
諭
吉
に
関

す
る
諸
作
や
『
共
産
主
義
批
判
の
常
識
』

な
ど
は
一
般
の
人
々
に
も
広
く
読
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
１
９
６
６
（
昭
和
41
）

年
５
月
11
日
没
。
経
済
学
者
、
文
筆
家
と

し
て
の
膨
大
な
業
績
は『
小
泉
信
三
全
集
』

（
文
藝
春
秋
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

経
済
学
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
優

れ
た
教
育
者
・
文
筆
家
と
し
て
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
を
含
む
数
多
く
の
著
作
を
遺
し
た
小

泉
。
現
在
、『
わ
が
文
芸
談
』『
平
生
の
心
が

け
』、
ま
た
戦
死
し
た
長
男
を
思
う
慟
哭

の
記
録
で
あ
る
『
海
軍
主
計
大
尉
小
泉
信

吉
』
な
ど
、
電
子
書
籍
を
含
め
る
と
彼
が

遺
し
た
多
く
の
一
般
向
け
の
著
作
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
小
泉
の
透
徹

し
た
論
理
と
公
正
な
思
考
が
卓
越
し
た
説

得
力
と
表
現
力
に
よ
っ
て
書
き
表
さ
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
人
の
心
を
動
か
し
、
勇
気

を
与
え
る
「
文
章
の
力
」
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

小
泉
没
後
10
年
と
な
る
１
９
７
６
（
昭

和
51
）
年
、
青
少
年
の
文
章
表
現
能
力
向

「
小
泉
信
三
」
と
は

ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
？

小
泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

第
２
次
大
戦
前
〜
終
戦
ま
で
の
苦
難
の
時
代
に
慶
應
義
塾
長
を
務
め
た
小
泉
信
三
。

現
在
の
塾
生
・
塾
員
に
と
っ
て
そ
の
名
は
「
練
習
ハ
不
可
能
ヲ
可
能
ニ
ス
」
と
い
う
名
言
な
ど

主
に
慶
應
義
塾
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
功
績
に
よ
っ
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
小
泉
は
自
由
主
義
を
信
奉
す
る
経
済
学
者
と
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
名
文
家
で
も
あ
っ
た
。

没
後
10
年
目
に
ス
タ
ー
ト
し
た
小
泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
年
は
節
目
と
な
る
第
50
回
を
迎
え
る
。

経済学部での講義
（福澤研究センター提供）

小泉信三肖像
（福澤研究センター提供）

没
後
10
年
の
節
目
に
始
ま
っ
た

全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
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デ
ミ
ッ
ク
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
文
化
関
連
な
ど
、
高

校
生
世
代
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
社
会
問

題
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き
た
。

　

応
募
作
品
の
質
は
開
始
以
来
現
在
に
至

る
ま
で
き
わ
め
て
高
く
、
審
査
委
員
は
大

い
に
苦
労
し
な
が
ら
５
編
の
入
賞
作
を
選

定
。
毎
年
１
月
10
日
の
福
澤
先
生
誕
生
記

念
会
の
中
で
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

各
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
力
や
分
析
力
、

構
想
力
、
表
現
力
を
求
め
て
い
る
。
小
論

文
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
複
数
の
文
献
や

資
料
を
読
み
解
き
、
実
証
的
に
問
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
慶
應

義
塾
伝
統
の
「
実
学
の
精
神
」
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
受
賞
者
の
多
く
が

慶
應
義
塾
に
進
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
こ
と
で
小
論

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
小

泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
初
代
の
審
査
委

員
に
は
塾
員
で
あ
る
芥
川
賞
作
家
の
遠
藤

周
作
、
そ
の
後
も
や
は
り
塾
員
の
安
岡
章

太
郎
や
田
久
保
英
夫
、
坂
上
弘
と
い
っ
た

名
だ
た
る
文
豪
が
、
高
校
生
た
ち
の
作
品

を
丁
寧
に
読
み
込
ん
だ
上
で
、
厳
正
な
審

査
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
、
小
泉
の

命
日
で
あ
る
５
月
11
日
に
応
募
が
ス
タ
ー

ト
。
当
初
は
学
校
単
位
で
の
受
け
付
け
、

ま
た
手
書
き
で
の
応
募
で
あ
っ
た
が
、
近

年
は
所
定
フ
ォ
ー
ム
か
ら
個
人
に
よ
る
応

募
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
論
文
の
課
題
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る

が
お
お
む
ね
３
〜
６
テ
ー
マ
が
出
題
さ
れ

る
。
福
澤
諭
吉
に
関
連
す
る
課
題
の
ほ
か
、

近
年
で
あ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
パ
ン

文
の
執
筆
力
が
つ
い
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

記
念
す
べ
き「
第
50
回
」
に

ぜ
ひ
高
校
生
か
ら
の
挑
戦
を

　

第
49
回
の
受
賞
作
品
と
選
評
は
１
月
中

に
慶
應
義
塾
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
お
よ
び
、
機

関
誌
『
三
田
評
論
』
１
月
号
に
掲
載
さ
れ

る
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

も
し
、
身
近
に
高
校
生
が
い
た
ら
執
筆
を

勧
め
て
み
て
ほ
し
い
。
ま
ず
、
小
泉
の
著

書
『
読
書
論
』
を
読
ん
で
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
何
を
、
い
か
に
読
む
か
、
手
が

か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
新
年
に
あ
た
っ
て
、小
泉
が「
塾

生
諸
君
の
居
常
懈お
こ
た

る
べ
か
ら
ざ
る
心
得
数

条
を
定
む
」
と
し
て
慶
應
義
塾
内
の
各
教

室
に
貼
っ
た
「
塾
長
訓
示
」
を
掲
載
し
、

読
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
。

（福澤研究センター提供）

小泉小論文コンテスト審査報告
をする安岡章太郎委員

小泉信三賞全国高校生
小論文コンテスト

受賞者の声

卓越した研究者・教育者であり、

優れた文筆家でもあった元塾長

小泉信三博士の人格と業績を後

世に伝え、青少年の文章表現能

力の向上に寄与することを目的

として、同博士の没後10年を記

念し、1976年に始まりました。

応募資格は全国の高等学校に在

学中の生徒です（締切日時点）。

□�学校での紹介でコンテストの存在を
知って応募した
□�過去の入選作品を読んで自分も「作
品」となる濃い文章を書いてみたか
った
□�言葉を紡ぐことが好きだった
□�夏休みに大きなチャレンジをしたい
と思った
□�小論文を書く際には文章を書く力だ
けでなく、物事と物事を結び付ける
力や読解力、キーワードを見つける
力などさまざまな能力が必要だと分
かった

コンテストの詳細


